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代日本語書き言葉均衡コーパス』(Maekawa et al. 2014) （以下 BCCWJ）の一部に対しても，
岩波国語辞典の語義が付与され，SemEval-2010 Japanese WSD Task (Okumura et al. 2011) で
は，日本語の語義曖昧性解消の基礎データとして用いられてきた。また，シソーラスに基













番号を人手で UniDic語彙素 ID（小木曽・中村, 2014）に対応させたデータ（近藤・田中, 2017）
により，BCCWJの言語単位（短単位・長単位）に対応可能性のある分類語彙表番号を列挙
したうえで，人手で正しい語義を選択する作業を進めている。本付与作業にあたっては，
分類語彙表の 5 桁目までの番号を付与する。（例は表 1。図 1 における「3.1010 こそあど」
の分類部分が該当する。） 
 
表 1 分類番号の構造（例：この（分類番号：3.1010）） 
類 部門 中項目 分類項目 












語の内訳を表 2に示す。頻度は BCCWJ PN (A)サンプルのものである。 
 語彙素に対応して列挙された番号（曖昧性：1～11種類）がある場合，作業者は該当番号
を選択する（図 2）。 









表 2 分類語彙表番号が付与される機能語 
頻度 語彙素番号 語彙素 品詞 
261 40741 れる 助動詞 
214 27905 など 助詞-副助詞 
87 35891 まで 助詞-副助詞 
62 39787 られる 助動詞 
49 20355 せる 助動詞 
47 21652 たい 助動詞 
41 23122 だけ 助詞-副助詞 
26 22727 たり 助詞-副助詞 
8 10403 くらい 助詞-副助詞 
7 34770 ほど 助詞-副助詞 
6 30577 ばかり 助詞-副助詞 
4 19641 ずつ 助詞-副助詞 
2 29213 のみ 助詞-副助詞 
2 24320 つ 助詞-副助詞 
1 14185 させる 助動詞 
 





















表 4 分類番号の曖昧性（BCCWJ PN(A) サンプル） 
曖昧性 短単位数 曖昧性 短単位数 
1 16656 6 237 
2 7479 7 134 
3 2621 8 1253 
4 826 9 49 




















































表 5 番号付与作業量 
付与対象 作業内容 作業量 
短単位 番号選択（自立語） 全短単位の 47% 




番号選択 長単位の 14% 































 これまで（2016 年 10番号付与済みデータ（2016 年 10 月～12 月）月～12 月）に付与作
業の完了したデータは以下（表 6）である。 
 
表 6 番号付与済みデータ（2016年 10月～12月） 
集合 短単位 付与数 選択 追加等 
PN 50837 25524 24005 3074 
その他 13656 6823 6505 318 
総計 64493 32347 30510 3392 
 
 作業者によって追加等作業数に差があるため，現在は PN とその他に違いが見られるが，
今後作業者間の揺れなどの確認を進め，整理と統一を行う予定である。 
PNに付与された分類語彙表番号の類は，体の類（1）が 71%，用の類（2）が 20%，相の




























表 7 上位頻度付与番号（PN, 1.0%以上） 
番号 頻度 例 
1.1960 2665 10.4% 数記号 
2.3430 1108 4.3% 行為・活動（する） 
1.2590 838 3.3% 固有地名 
2.1200 616 2.4% 存在（ある） 
1.2000 422 1.7% 人間 
1.1962 360 1.4% 助数接辞 
1.1000 346 1.4% 事柄 
1.2760 263 1.0% 同盟・団体 
3.1010 251 1.0% こそあど・他 





















                                                   






表 8 感情に関する表現 
分類項目 1. 体の類 2. 用の類 3. 相の類 計 
*.3011 活動-心-快・喜び 2 13 17 32 
*.3012 活動-心-恐れ・怒り・悔しさ 5 2 5 12 
*.3013 活動-心-安心・焦燥・満足 16 4 12 32 
*.3014 活動-心-苦悩・悲哀 4 4 4 12 























































































彙表番号対応表 （近藤・田中 2017），『国語研日本語ウェブコーパス』に基づく word2vec モ
デル （浅原・岡 2017），『日本語歴史コーパス』に対する分類語彙表番号アノテーション
の他，『日本語歴史コーパス』平安時代編の相の類についての分類語彙表番号アノテーショ
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